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きじ馬の製作技術・国の選択無形民俗文化財へ



人吉市関連施設

カルチャーパレス（下城本町1578番地１） ☎24−3311

スポーツパレス（下城本町1566番地１） ☎22−1688

水道局お客様センター（市役所２階） ☎22−5497

保健センター（市役所横） ☎24−8420

石野公園（赤池原町1425番地１） ☎22−6700

鉄道ミュージアム（中青井町343番地14） ☎23−2000

図書館（下城本町1578番地１） ☎24−3518

くまりば（相良町４番地２） ☎22−5183

人吉市役所　☎２２−２１１１( 代表 )
住所　�〒 868-8601　人吉市西間下町７番地１
開庁時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分（木曜
は～午後７時）
開庁日　月～金曜 ( 土・日曜、祝日、年末年始を除く )
ホームページ　https://www.city.hitoyoshi.lg.jp/

人吉市の住民基本台帳人口
令和７年１月末日現在　※（ ）は前月比

人吉市のマイナンバー
カード保有率
79.7％

（令和７年１月末）
（総務省発表）

総数 29,664人（−   77 人）

男 13,770人（−   33 人）

女 15,894人（−   44 人）

世帯数 15,220世帯（− 47 世帯）

市税務課収納係（内線１０５５）問

人の動き

▲市ホームページ ▲窓口の混雑状況

ふるさと納税ふるさと納税

寄付件数と寄付額
令和７年１月
501 件

1,043 万 7,500 円
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球磨郡市広報紙研究協議会合同特集
つながる森林 つながる未来
あなたも森林を守る一員になりませんか

10 第22回ひとよし温泉マラソン
フォトリポート

14 きじ馬の製作技術・
国の選択無形民俗文化財へ

17 令和５年度
国民健康保険事業特別会計決算

18 犬の新規登録受付と
狂犬病予防注射を実施します

32 ひとり親家庭のお母さん・お父さん
資格取得を支援します

03
12
16
19
26

27

28

29

30

31

お人よし
話題をおって
令和２年７月豪雨からの復旧・復興状況
情報ひろば・保健センターだより
地域おこし協力隊通信
元気モリモリ ランニングクラブ
ようこそとしょかんへ！
子育て通信
ひとよしのお仕事file
はい、こちら消費生活センターです
市長日記
h
ヒ ト ヨ シ グ ラ ム

itoyoshigram
川畑式　脳いきいきパズル
各種相談ガイド
ひとよしの情報発信
行事カレンダー
編集後記

連載

納期限
３月31日（月）

３月の納税
・国民健康保険税（第９期）
・介護保険料（第９期）
・�後期高齢者医療保険料
　（第９期）

市環境課廃棄物対策係（内線２０７２）問

祝日のごみ収集
ごみ分別アプリ

クリーンプラザへの持ち込みもできません。

３/20（木）

×

▲ 矢岳駅を昨年 12 月に改修し、イベントな
どができるスペースに

▲ 同社は台湾での地域づくり経験が豊富な
メンバーで構成

矢
岳
町
に
本
社
を
置
く

Ｌロ

ー

カ

ル

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ 

Ｔト

ゥＯ 

Ｌロ

ー

カ

ル

Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｌ

株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
張 

子
萱

さ
ん
が
、
昨
年
12
月
に
横
浜
市
か
ら

本
市
へ
移
住
し
た
。
人
吉
を
拠
点
に

台
湾
と
日
本
を
つ
な
ぎ
、
地
域
づ
く

り
を
担
う
。「
息
子
は
球
磨
弁
を
習

得
中
で
す
」。
５
歳
に
な
る
子
ど
も

は
人
吉
に
な
じ
み
、
５
月
に
は
新
し

い
命
が
誕
生
す
る
予
定
だ
。

　

８
年
前
に
日
本
へ
。
台
湾
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
日
本
進
出
を
手

伝
う
横
浜
市
の
会
社
に
勤
め
て
い
た

こ
ろ
、
地
域
づ
く
り
に
精
通
す
る
何カ 

培バ
イ
キ
ン鈞

さ
ん
に
出
会
い
、
日
本
で
地
方

創
生
に
取
り
組
む
こ
と
に
。
令
和
５

年
12
月
に
同
社
を
起
業
し
、
多
く
の

地
域
資
源
に
可
能
性
を
感
じ
た
人
吉

を
拠
点
に
選
ん
だ
。
事
務
所
は
約

１
２
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
矢
岳
駅

の
駅
長
官
舎
。
地
元
の
企
業
が
建
物

を
改
修
し
使
い
手
を
探
し
て
い
る
と

聞
き
、
す
ぐ
に
交
渉
し
た
。
活
動
す

る
に
は
情
報
が
必
要
と
考
え
、
人
吉

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
。
そ
の

後
も
同
社
と
市
、
台
湾
の
３
大
学
に

よ
る
協
定
の
締
結
な
ど
日
台
連
携
の

基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

　

昨
年
10
月
の
人
吉
温
泉
ま
つ
り
で

は
台
湾
フ
ェ
ア
と
銘
打
ち
、
台
湾
の

多
彩
な
食
や
音
楽
を
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
。
台
湾
と
日
本
か
ら

講
師
を
招
き
、
竹
工
芸
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
な
ど
日
台
の
交
流

に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

３
月
16
日
に
は
矢
岳
駅
で
地
域
づ

く
り
の
交
流
会
と
同
社
の
成
果
報
告

会
を
予
定
。
今
後
は
、
矢
岳
町
で
月

１
回
の
パ
ン
屋
や
山
奥
バ
ー
な
ど
も

企
画
中
だ
。

張
チョウ

�子
シ ケ ン

萱さん（瓦屋町）

チョウ�シケン
　1989年４月台湾生まれ。昨年12月
に人吉へ。移住してからは、川での遊
びやキノコ狩りなど自然の楽しみ方を
勉強中。休みの日は町内会の集まりや
市内のシェアキッチンなどを訪れ、さ
まざまな人とのつながりを築いてい
る。

台湾と人吉をつなぐ地域づくり仕掛け人
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▲ 民有林面積の内訳

人
吉
球
磨
の
８
割
は
森
林

　

１
市
４
町
５
村
で
構
成
さ
れ

て
い
る
人
吉
球
磨
地
域
は
、
地

域
の
総
面
積
１
５
３
・
６
５
７

㌶
の
う
ち
、
林
野
面
積
が

１
２
５
・
２
１
４
㌶
と
総
面
積
の

81
㌫
が
森
林
で
す
。

▲ 人工林面積の内訳

人工林 人工林 
68，775ha68，775ha

（67%）（67%）

天然林 天然林 
29,966ha29,966ha

（29%）（29%）

その他 その他 
3,291ha（４%）3,291ha（４%）

【人吉球磨地域の森林資源】
◆森林資源構成◆人工林資源構成

スギスギ
33,408ha33,408ha

（49%）（49%）
ヒノキ ヒノキ 
29,887ha29,887ha
(43%)(43%)

その他 その他 
5，481ha（８%）5，481ha（８%）

林
業
は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足

　

林
業
の
現
場
は
、
担
い
手
不
足

や
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
な
ど
で

森
林
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
経
営
意
欲
が
低
下

し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。
伐
採
に
必
要
な
届

出
制
度
な
ど
の
理
解
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
や
、
届
出
数
に
対
す
る

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
っ
た
課
題

も
あ
り
ま
す
。

森
林
を
守
る
仕
事
「
林
業
」

　

林
業
は
、
森
林
を
維
持
管
理
し

な
が
ら
、
育
成
し
た
樹
木
を
伐
採

し
、木
材
を
生
産
す
る
仕
事
で
す
。

苗
木
を
植
え
、
豊
か
な
森
林
に
す

る
た
め
に
、
下
刈
り
、
枯
れ
た
枝

な
ど
を
落
と
す
枝
打
ち
、
森
林
密

度
を
調
整
す
る
間
伐
な
ど
、
季
節

ご
と
に
異
な
る
作
業
を
行
い
、
持

続
可
能
な
森
林
管
理
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
使
っ
て
い

る
木
の
机
や
家
、
紙
で
で
き
た
本

や
ノ
ー
ト
な
ど
は
、
全
て
森
の
木

か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
林
業
の

仕
事
は
、
こ
れ
ら
の
製
品
を
生
み

出
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

す
。

球磨郡市広報紙研究協議会合同特集

資料：熊本県林業統計要覧（令和４年度版）

生
活
に
恵
み
を
も
た
ら
す
森
林

　

森
林
に
は
、
木
材
の
生
産
や
水

源
の
養
成
、
国
土
の
安
全
、
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
が
あ
り
、
私
た
ち
の
生
活

に
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の

貢
献
に
期
待
が
高
ま
り
、
森
林
の

整
備
や
保
全
が
林
業
の
重
要
な
役

割
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　古くから森林に恵まれ、林業が盛んだった人吉球磨。
近年、林業を取り巻く環境は大きく変化しています。長
い年月をかけて人々の暮らしを支えてきた林業。その歴
史と伝統を受け継ぎ、新たな時代を切り開こうとする若
者たちがいます。
　林業の今と未来ー。仕事内容など、昔とは大きく変わっ
た林業を取り巻く環境を詳しく見ていきましょう。

この特集は人吉市・錦町・多良木町・湯前町・水
上村・相良村・五木村・山江村・球磨村・あさぎ
り町の広報担当者が協力して作りました。

Interview

自然の中で体を動かす
林業はきもちいい

自然を守る
かっこいい仕事

　実家が林業関係の仕事を営んでいたため、幼いときか
ら林業は身近な存在。いつしか林業への憧れが芽生え、
その道に進むことを決意しました。兄弟で父の仕事を手
伝い、24 歳で独立。現在の会社を立ち上げて造林の仕
事を中心に始め、徐々に伐採の依頼も増え、軌道に乗り
ました。
　林業は常に危険が待ち構えていて、けがや事故の防止
のため日本各地で講習を受け、安全対策を心掛けていま
す。人吉球磨地域で弊社のみ導入しているロープワーク
は、ツリークライミングで木に登り、伐採するクライマー
と地上から指示するグランドワーカーの信頼関係があっ
てこそ作業が成り立ちます。
　さまざまな状態や大きさの木を、試行錯誤しながら思
いどおりに切り倒すことが魅力です。依頼者が諦めかけ
ていた木を伐採し、喜んでもらえたときはうれしいです
ね。林業を通じて知り合った別の会社の仲間と一緒に仕
事をする機会も多く、助け合って仕事ができることも魅
力です。
　人吉球磨には林業の会社が多くあり、自然を守るため
にさまざまな努力をしています。楽しくやりがいのある
かっこいい仕事を私たちと一緒にしてみませんか。

　大学卒業後、さまざまな出会いを通じて山に目を向け
るようになり、林業大学校に入学し林業についてのノウ
ハウを学びました。卒業後は地元で働きたい気持ちがあ
り、弊社に入社し、植林や間伐など木を植え育てること
に情熱を注いでいます。
　林業の魅力は、何と言っても自然の中で体を動かし、
健康的に働けることです。春には新緑の息吹を感じ、夏
には木陰の涼しさに癒されるなど、四季折々の変化を肌
で感じながら、山の中でストレスなく仕事ができます。
森林は、私たちの生活に必要な木材となるだけでなく、
土砂災害の防止、空気を浄化する役割などがあります。
森の整備を通して地域に貢献できることも大きなやりが
いです。
　仕事では、昼休みにコーヒーを入れたり、プチキャン
プをしたりとリフレッシュもできます。残業もなく、家
族や友人との時間を大切にしながら、自然の中で心身と
もにリフレッシュできる。そんな充実したライフスタイ
ルを送ることができることは、林業の大きな魅力です。
　自然の中で働き、地域に貢献できる林業。私と一緒に、
緑豊かな未来を築きませんか。

人吉球磨地域の林業に従事する皆さんに、仕事の魅力を聞きました。

株式会社 黒木山業 代表取締役

黒
くろき

木�貴
たかみち

道さん
（38 ＝多良木町）

合同会社 木
こ び と や

人舎

城
しろもと

本�幸
ゆきのり

慶さん
（26 = 相良村）

▲グランドワーカーと確認しながら安全に作業する

▲ドローンを使い、シカの食害防護柵の材料を運搬

森林や林業の持続可能性を確
保するための事業を行う。大
型ドローンを県内でもいち早
く導入するなどして、スマー
ト林業も推進。

平成24（2012）年に会社を
設立。５人の従業員とともに、
九州を中心に特殊伐採をメイ
ンに事業を展開する。モッ
トーは「切れない木はない」。
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林
業
を
専
攻
し
た
理
由

中
原　

入
学
時
は
農
業
を
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
年
生
の
と
き

に
「
Wウ

ッ

ド

O
O
D 

Jジ
ョ

ブ
O
B
！　

～
神
去

な
あ
な
あ
日
常
～
」
と
い
う
映
画
を
見

て
林
業
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。ま
た
、

林
業
コ
ー
ス
に
進
学
し
て
い
る
兄
か
ら

「
楽
し
い
よ
」と
言
わ
れ
、選
び
ま
し
た
。

犬
童　
父
が
山
師
、
母
が
林
木
の
加
工

場
に
務
め
て
い
て
、
小
さ
い
頃
か
ら
父

の
現
場
に
よ
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
働
く
姿
が
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い

林
業
へ
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

総合農業科環境コース林業専攻３年

犬
いんどう

童�隆
りゅうほう

峰さん（多良木町）

総合農業科環境コース林業専攻３年

中
なかはら

原�有
ゆ き

規さん（人吉市）

×
桒
くわはら

原�竜
りゅうせい

誠さん
（19 = 錦町）桧

ひやま

山�拓
たく み

洋さん
（34 = 愛知県）

印
象
に
残
っ
て
い
る
実
習

中
原　
毎
年
１
月
に
あ
る
、
ジ
ビ
エ
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
思
い
出
深
い
で
す
。

猟
友
会
の
人
と
一
緒
に
わ
な
を
仕
掛
け

て
捕
ま
え
た
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
食
材

に
、
み
ん
な
で
朝
か
ら
準
備
し
て
食
べ

る
の
は
楽
し
く
、
命
の
大
切
さ
も
感
じ

な
が
ら
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

犬
童　
演
習
林
で
の
間
伐
の
実
習
が
一

番
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路

中
原　

先
輩
が
林
大
に
進
学
し
て
い

て
、
楽
し
く
学
び
な
が
ら
即
戦
力
に
な

れ
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、

進
学
に
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。
親
や
親

戚
な
ど
か
ら
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
姉

が
「
し
た
い
こ
と
を
し
た
ら
い
い
」
と

背
中
を
押
し
て
く
れ
、
さ
ら
に
は
周
り

も
説
得
し
て
く
れ
た
の
で
、
夢
に
向
け

て
林
大
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

犬
童　
卒
業
後
、
林
業
に
携
わ
る
仕
事

へ
就
職
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年

生
の
春
に
林
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
ま
ず
は
林
大

へ
進
学
し
て
み
よ
う
と
い
う
考
え
に
変

わ
り
ま
し
た
。

未
来
の
林
業
を
担
う
人
材
に

中
原　
木
が
倒
れ
た
と
き
の
達
成
感
が

好
き
で
、
林
大
で
は
高
校
の
実
習
よ
り

も
大
き
な
木
を
切
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
女
性
が
少
な
い
職
場
で

す
が
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
っ
て
い

け
る
よ
う
な
人
材
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
、
多
く
の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。

犬
童　
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
重
機
な
ど
の
機
械
を
扱
う
実
習
が

楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
在
学
中
に
多
く

の
資
格
が
取
れ
る
よ
う
、
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
人
吉
球

磨
の
林
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
人
材

に
な
り
た
い
で
す
。

林
業
を
専
門
的
に
学
ぶ
た
め
に

桧
山　
愛
知
県
で
育
ち
ま
し
た
が
、
幼

少
期
は
人
吉
市
で
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
、
将
来
は
人
吉
球
磨
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
林
業
か
半
導
体
分

野
へ
進
む
か
悩
ん
で
い
ま
し
た
が
叔
父

が
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
未
経
験
か
ら
で
も
学
べ
る
林
大
へ

の
入
校
を
決
め
ま
し
た
。

桒
原　

中
学
生
の
頃
に
林
業
を
知
り
、

南
稜
高
校
で
学
ぶ
な
か
で
興
味
が
出
て

き
ま
し
た
。
実
習
で
の
伐
採
が
楽
し

か
っ
た
こ
と
、
担
任
の
先
生
に
林
業
の

面
白
さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
、

林
業
の
道
に
進
も
う
と
思
い
ま
し
た
。

林
業
の
仕
事
を
す
る
に
は
、
資
格
を
取

得
し
て
現
場
に
出
た
ほ
う
が
い
い
の
で

林
大
を
選
び
ま
し
た
。

現
場
で
即
戦
力
を
養
成

桧
山　
林
業
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

座
学
と
実
習
で
学
べ
ま
す
。
例
え
ば
、

「
木
は
、
呼
吸
を
し
な
が
ら
光
合
成
を

行
う
が
、
高
齢
化
し
生
長
量
が
少
な
く

な
る
に
つ
れ
、
光
合
成
の
力
が
弱
ま
っ

て
い
く
。
年
数
が
た
つ
と
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い

く
」
な
ど
、
木
が
大
き
く
育
っ
た
か
ら

伐
採
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
土
地
の
環
境
な
ど
も
考
慮
し

て
伐
採
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

在
学
中
に
多
く
の
資
格
を
取
れ
る
の

林
業
を
な
り
わ
い
に

桧
山　
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
決
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
将
来
は
地
元
の
人
吉
球

磨
で
林
業
の
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
自
分
で
決
め
た
夢
を
叶
え
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

桒
原　
林
大
の
実
習
で
は
木
を
た
く
さ

ん
伐
採
で
き
る
の
で
、
今
の
う
ち
に
多

く
の
実
務
経
験
を
積
み
、
取
得
で
き
て

い
な
い
資
格
を
取
得
し
て
林
業
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

で
、
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
働
け
る

こ
と
も
魅
力
で
す
。

桒
原　
入
校
し
て
す
ぐ
は
座
学
ば
か
り

で
き
つ
か
っ
た
で
す
（
笑
）。
６
月
か

ら
は
下
刈
り
の
実
習
で
し
た
が
、
暑
さ

と
斜
面
で
の
作
業
で
大
変
で
し
た
。
た

だ
、
年
齢
関
係
な
く
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
で
楽
し
い
で
す
。
高
校
で

も
伐
採
を
す
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た

が
、
木
工
制
作
が
メ
イ
ン
で
し
た
。
大

学
校
で
は
現
場
に
慣
れ
る
た
め
、
ど
ん

ど
ん
伐
採
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
で
、
と

て
も
充
実
し
た
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

▲丸太を積み込む実習

▲ ホーム
ページ

▲ ホーム
ページ

▲TikTok

▲ チェーンソーによる伐木等
特別教育

※林業大学校＝林大

　球磨郡あさぎり町にある高校。総合農業科では、体験活動を中心とし
た学習を通し、命を育て生かしていくための知識や技術、自然と調和し
た暮らしについて学びます。
　２年次は「動物」「植物」「環境」の３つのコース、３年次にはさらに
学びを深める「畜産」「作物」「園芸」「林業」「農業土木」の５専攻から
選択できます。専門性を生かした校外活動にも積極的に取り組み、社会
のあらゆる場面で活躍できるスペシャリストの育成を目指しています。

熊本県立南稜高等学校�総合農業科
くまもと林業大学校

　熊本県が運営する大学校で、県北・県南の２校を開校。県南校は五木
村にあり、林業に必要な技術と現場力を身につけて、次世代をリードす
る林業の担い手の確保や育成を図っています。
　毎年８月ごろには、くまもと林業大学校オープンキャンパスを開催し
ています。詳しくは、県農林水産部森林局林業振興課（☎ 096 − 333
− 2444）へお尋ねください。

人吉球磨地域には、林業従事者を育てる 2 つの学校があります。そ
こに通う若者に、どんなことを学んでいるかインタビューしました。
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近
年
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
作

業
の
変
革
を
図
る
D
X
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

林
業
分
野
で
の
D
X
化
は
、
森

林
調
査
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
、
従

来
、
人
の
手
で
行
っ
て
き
た
仕
事

を
効
率
化
し
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
や
、
重
労
働
や
危
険
が
伴

う
作
業
の
リ
ス
ク
を
軽
減
し
安
全

な
作
業
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
創
出
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
D
X
の
実
現
に

つ
な
が
る
「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
は
、

未
来
を
開
く
革
新
（
D
X
化
）

情
報
通
信
技
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
林
業
の

あ
り
方
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

導
入
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
の
費

用
の
負
担
、
情
報
格
差
な
ど
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
を

克
服
し
、
Ｄ
Ｘ
化
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
は
関
係
者
間
の
連
携
と
、

継
続
的
な
取
り
組
み
が
不
可
欠
で

す
。

　

人
材
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
人
吉
球
磨
地
域
で
も
、
林
業
の

D
X
化
は
地
域
の
活
性
化
や
持
続

可
能
な
森
林
経
営
に
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
森

は
き
れ
い
な
水
を
育
み
、
空
気
を
浄
化

し
、
災
害
か
ら
も
私
た
ち
を
守
っ
て
く

れ
ま
す
。

　

人
吉
球
磨
地
域
の
安
全
安
心
を
守

り
、
豊
か
な
森
林
資
源
を
次
世
代
に
つ

な
ぐ
た
め
に
は
、「
木
を
切
っ
て
、
木

材
と
し
て
使
っ
て
、
切
っ
た
後
に
は
植

栽
を
し
、
森
林
を
育
て
る
」
と
い
う
循

環
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

い
ま
、
こ
れ
か
ら
の
林
業
を
支
え
て

い
く
若
者
が
人
吉
球
磨
に
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
彼
ら
は
、
大
切
な
ふ
る
さ
と
を

守
る
た
め
に
、
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
森
を
守
り
、
育
て
、
未
来

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
使
命
を

持
っ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

若
い
林
業
従
事
者
が
伝
え
て
く
れ
た

森
林
を
守
っ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

は
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
生
活
に
つ
な

が
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
森
の
魅
力
に

気
付
い
た
り
、
興
味
を
持
っ
た
り
す
る

こ
と
、
ま
た
、
紙
や
木
材
を
大
切
に
使

う
こ
と
で
私
た
ち
も
木
を
守
り
、
森
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
小
さ
な

行
動
が
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
未
来
へ
つ

な
ぎ
ま
す
。

　

近
年
人
吉
球
磨
地
域
の
林
業
の

現
場
は
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
人
手
不

足
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」
と
い
う
D
X

化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

具
体
例
と
し
て
、
ま
ず
植
林
な

ど
の
造
林
作
業
へ
の
大
型
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人

が
容
易
に
入
れ
な
い
険
し
い
山
地

で
も
効
率
的
に
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
人
手
も
そ
こ
ま
で
必

要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
、
非
常
に

有
効
で
す
。
伐
木
な
ど
を
伴
う
造

林
の
場
合
は
、
大
型
の
専
門
機
械

を
導
入
す
る
会
社
が
増
え
て
き
て

人
材
不
足
解
消
の
一
翼
を

担
う
ス
マ
ー
ト
林
業

い
ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
作
業
に
比

べ
て
大
幅
な
効
率
化
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

次
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
森
林

管
理
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
森
林
の
構

造
を
把
握
す
る
た
め
に
小
型
の
ド

ロ
ー
ン
で
撮
影
し
、
画
像
解
析
ソ
フ

ト
「
Kく

み

き

U
M
I
K
I
」
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
森
林
の
解
析
調
査
を

行
い
ま
す
。
森
林
の
状
態
を
詳
細
に

把
握
で
き
、
よ
り
効
果
的
な
森
林
管

理
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ス
マ
ー
ト
林
業
は
、
最
新
技
術
を

駆
使
し
て
林
業
の
生
産
性
を
高
め
、

人
手
不
足
を
補
う
た
め
の
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
今
後
も
技
術
の
進
化

と
と
も
に
、
県
も
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
人
吉
球
磨
の
林
業
振
興
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

熊本県県南広域本部
球磨地域振興局　農林部　林務課長

小
こ ざ き

﨑 ジュンさん

デジタル技術を活用したスマート林業は、これまでの林業の
あり方に大きな変化をもたらしています。

◆�スマート林業のメリット

・高齢化と人材不足の解消
　大人数で手作業で行っていた作業を大型の機
械などを使用すれば１人でできるようになりま
す。
・生産性の向上
　作業の効率化や省力化が実現し、生産性の向
上につながります。
・安全性の向上
　危険な作業をロボットやドローンに任せるこ
とで、作業員の安全確保に貢献します。
・森林管理の最適化
　ドローンなどで収集したデータを分析するこ
とで、森林の状況を正確に把握し、最適な管理
計画を立てることができます。

人吉球磨の林業もスマート化！ 人吉球磨地域でのスマート林業の取り組み状況を県の担当者に聞きました。

▲ドローンを使用した森林調査や造林作業

▲大型の機械を使用した伐木・造材・搬出作業

▲画像解析ソフトを使った森林環境モニタリング
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第
22
回
人
吉
温
泉
マ
ラ
ソ
ン

を
２
月
16
日
に
開
催
し
、

全
国
各
地
か
ら
集
っ
た
ラ
ン
ナ
ー

が
早
春
の
人
吉
路
を
駆
け
抜
け
ま

し
た
。
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
５
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、

10
㌔
、
５
㌔
、
2
.
5
㌔
フ
ァ
ン

ラ
ン
の
４
部
門
に
約
千
五
百
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
。
コ
ー
ス
の
７

割
が
豪
雨
災
害
で
被
害
を
受
け
ま

し
た
が
、
ラ
ン
ナ
ー
は
土
地
区
画

整
理
事
業
が
進
む
中
心
市
街
地
や

青
井
地
区
な
ど
復
興
が
進
む
人
吉

の
ま
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

走
り
ま
し
た
。

　

沿
道
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
開
催

を
待
ち
わ
び
た
多
く
の
市
民
が
応

援
。「
頑
張
れ
ー
」
と
い
っ
た
掛

け
声
や
飲
み
物
や
お
菓
子
な
ど
の

お
も
て
な
し
で
ラ
ン
ナ
ー
を
後
押

し
し
て
い
ま
し
た
。
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① ハーフの部に出場した約７百人のランナーが人吉税務署
前を一斉にスタート！

②③ 沿道にはランナーの頑張りを一目見ようと多くの市民
が駆けつけ応援。仮装や楽器の演奏で応援する人も

④ 人吉温泉女将（おかみ）の会「さくら会」の皆さんがそ
ろいの法被でランナーをおもてなし

⑤ 九日町通りを走る10㌔の部のランナー
⑥ 人吉球磨スポーツトレーナー協会がテーピングとアイシ

ングのサービスで選手をサポート
⑦ 下戸越町内会のエイドステーションでエネルギーを

チャージ！
⑧ 親子で青井阿蘇神社前を駆け抜ける2.5㌔ファンランの

部のランナー
⑨ はじける笑顔でゴール！
⑩ 鹿目町内会ではかかし応援団でランナーにエール
⑪ ゴールのふるさと歴史の広場には出店が並び、走り終え

たランナーでにぎわった
⑫下戸越町を走るハーフの部の上位集団
⑬ 楽しく走って最後は親子仲良くゴール
⑭ ダントツ１位でハーフの部を制した阿部浩之さん（福岡

県)



『しましまぐるぐる』など０歳からでも楽しめる絵本を寄付

　

遊
技
場
を
営
む
岩
下
兄け

い
て
い弟
株
式
会

社
（
中
青
井
町
）
か
ら
、
窓
口
手
続

き
の
待
ち
時
間
に
子
ど
も
た
ち
に
絵

本
を
読
ん
で
も
ら
い
、
夢
や
想
像
力

を
広
げ
て
ほ
し
い
と
絵
本
20
冊
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
同
社
か
ら
市
へ

の
絵
本
の
寄
付
は
今
回
が
初
め
て
。

　

２
月
４
日
に
贈
呈
式
を
市
役
所
で

行
い
、
同
社
取
締
役
副
社
長
の
岩
下

幸
司
さ
ん
は
「
こ
の
絵
本
を
通
し
て

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
学
び

の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。
絵

本
は
市
役
所
１
階
こ
ど
も
未
来
課
の

窓
口
付
近
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

窓口の待ち時間に絵本読んで
岩下兄弟株式会社から絵本寄付

球磨焼酎の鏡開きでイベントが開幕！

　

人
吉
球
磨
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

「
人
吉
球
磨
の
ひ
な
ま
つ
り
」
が
今

年
も
始
ま
り
ま
し
た
。
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
中
、
10
市
町
村
各
所
で
ひ

な
人
形
の
展
示
や
、
ひ
な
祭
り
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
ほ

か
、
宿
泊
施
設
で
は
こ
の
期
間
だ
け

の
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

２
月
１
日
に
は
青
井
阿
蘇
神
社
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

各
市
町
村
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
、

振
る
舞
い
酒
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

人
吉
球
磨
ひ
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

会
長
の
有
村
政
代
さ
ん
は
「
人
吉
球

磨
全
域
を
回
っ
て
ひ
な
ま
つ
り
を
楽

し
ん
で
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

春の訪れを告げる、ひなまつり
人吉球磨のひなまつり

紺屋町のasobibart街蔵で開催された集会で思いを語る参加者

　

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
が
決
ま
っ

て
い
な
い
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
・
人
吉
～
吉

松
間
（
通
称
・
山
線
）
の
復
旧
を
目

指
す
集
会
が
、
２
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
肥
薩
線
の
復
旧
を
応
援

す
る
団
体
・
肥
薩
線
aア
ゲ

イ

ン

g
a
i
n
が

主
催
。

　

集
会
で
は
、
大
畑
駅
名
誉
駅
長
の

中
村
憲け

ん
じ司

さ
ん
な
ど
沿
線
住
民
が
山

線
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。
鹿
児

島
県
や
宮
崎
県
で
の
鉄
道
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
発
表
も
あ

り
、
肥
薩
線
a
g
a
i
n
代
表
の
小

澤
光こ

う
じ二
さ
ん
は
「
沿
線
の
３
県
で
共

に
全
線
復
旧
を
目
指
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

"山線"復旧へ思い語る
肥薩線全線復旧祈願！�山線がつながる集会

大人の学びあふれる文化祭
熱中文化祭2025

　

学
び
た
い
大
人
の
た
め
の
社
会
塾

「
ひ
と
よ
し
く
ま
熱
中
小
学
校
」
の

文
化
祭
を
、
２
月
15
日
に
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
総
合
交
流
館
く
ま
り

ば
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
別
授
業
と
し
て
九
州
パ
ン
ケ
ー

キ
創
業
者
・
村
岡
浩
司
さ
ん
が
登
壇
。

食
を
通
し
て
九
州
を
元
気
に
し
て
き

た
活
動
を
紹
介
し
、
講
演
後
は
パ
ン

ケ
ー
キ
を
焼
い
て
参
加
者
に
振
る
舞

い
ま
し
た
。
現
役
生
徒
に
よ
る
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
球
磨
中
央

高
３
年
の
後
藤
紫し

お
り李
さ
ん
は
「
将
来

起
業
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

こ
で
は
実
際
に
起
業
し
た
人
の
話
が

聞
け
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

講演のほか、たき火体験やモルック体験などもあった

冷凍冷蔵庫の設置で必要なときに食材の手配が可能に

　

県
内
の
子
ど
も
食
堂
運
営
者
で
つ

く
る
一
般
社
団
法
人
熊
本
県
こ
ど
も

食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
人
吉
球
磨

の
６
つ
の
子
ど
も
食
堂
運
営
者
で
つ

く
る
熊
本
県
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ひ
と
よ
し
は
、
子
ど
も
食
堂

普
及
促
進
連
携
協
定
を
結
び
ま
し

た
。
人
吉
球
磨
地
域
の
こ
ど
も
食
堂

の
普
及
な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
。

　

２
月
18
日
に
「
み
ん
な
の
居
場
所

み
ち
く
さ
広
場
」（
下
薩
摩
瀬
町
）

で
締
結
式
を
開
催
。
協
定
に
基
づ
く

取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
食
堂
で

使
う
食
材
の
保
管
に
使
え
る
よ
う
、

同
社
団
法
人
か
ら
業
務
用
の
冷
凍
冷

蔵
庫
が
無
償
貸
与
さ
れ
ま
し
た
。

子ども食堂運営の協力体制築く
子ども食堂普及促進連携協定締結式

記念品としておけや湯玉、温泉回数券を贈呈

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
被
災
し
、

休
業
し
て
い
た
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
総
合
交
流
館
く
ま
り
ば
の
温
泉

で
は
、
令
和
６
年
５
月
に
再
開
し
て

か
ら
の
入
浴
者
が
１
万
人
に
達
し
ま

し
た
。

　

１
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
温
泉

仲
間
か
ら
施
設
が
新
し
く
な
っ
た
と

聞
き
最
近
常
連
に
な
っ
た
佐
藤
人ひ

と
み美

さ
ん
。
佐
藤
さ
ん
は
「
こ
の
施
設
が

国
民
宿
舎
だ
っ
た
こ
ろ
働
い
て
い

て
、
毎
日
入
っ
て
い
た
懐
か
し
い
温

泉
。
泉
質
も
よ
く
、
気
持
ち
い
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
ご
利

用
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

復活したくまりば温泉に１万人
くまりば温泉１万人達成セレモニー

人吉城の歴史、石垣に思いはせ
人吉城跡石垣修理工事現地説明会

　

市
が
行
う
人
吉
城
跡
の
石
垣
修
理

工
事
で
、
新
し
い
石
列
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
発
見
さ
れ
た
石
列
は
築
城

当
初
の
約
４
百
年
前
の
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
石
垣
を
積
み
直
す
作
業

が
始
ま
る
と
石
列
は
見
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
か
ら
、
２
月
９
日
に
現
地
説

明
会
を
開
催
。
市
の
学
芸
員
が
発
見

し
た
石
列
か
ら
考
え
ら
れ
る
歴
史
を

説
明
し
た
後
、
参
加
者
は
一
生
に
一

度
の
機
会
を
写
真
を
撮
影
す
る
な
ど

し
て
記
録
に
残
し
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
が
好
き
で
参
加
し
た
東
間
小

５
年
の
淋

そ
そ
ぎ
珠た

ま
お緒
さ
ん
は
「
特
別
な
石

垣
を
見
ら
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

約百人の歴史ファンや家族連れが参加人吉城跡の石垣を見ることができるコース「梅花の渡し」に出発

川下りを高校最後の思い出に
球磨川くだり高校卒業生特別プラン

　

球
磨
川
く
だ
り
株
式
会
社
と
市
で

は
、
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
の
門
出

を
お
祝
い
す
る
た
め
、
人
吉
球
磨
地

域
の
高
校
３
年
生
を
無
料
で
球
磨
川

く
だ
り
に
招
待
し
ま
し
た
。
就
職
な

ど
で
地
元
を
離
れ
る
前
に
改
め
て
地

元
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
企

画
し
た
も
の
で
、
初
め
て
の
試
み
で

す
。

　

２
月
７
日
に
は
球
磨
中
央
高
を
対

象
に
運
航
。
参
加
者
は
非
日
常
の
舟

か
ら
の
景
色
と
特
別
な
時
間
を
堪
能

し
ま
し
た
。
福
岡
県
の
Ｉ
Ｔ
関
係
の

会
社
に
就
職
す
る
緒
方
勇ゆ

う
と仁
さ
ん
は

「
卒
業
前
に
友
達
と
の
い
い
思
い
出

に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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　人吉球磨の「きじ馬」はキリ・ダラ・フジ・
カシワなどの雑木を材料として作られる熊
本県を代表する郷土玩具。野鳥のキジをか
たどった車型の玩具で、子どもが紐を付け
て引いたり、上に乗ったりして遊ぶ。かつ
ては旧暦の２月に春の市が開かれ、露店で

売られている「きじ馬」を男の子に、
「花手箱」を女の子に買って帰る

ことがこの地域の習わしだっ
た。ほかの地域のきじ車と

比べると、くらがないこ
となどが特徴。

国
の
文
化
審
議
会
は
、
九
州

地
方
に
伝
わ
る
伝
統
的
玩

具
「
き
じ
馬
・
き
じ
車
」
の
製
作

技
術
に
つ
い
て
、
国
が
記
録
を
残

す
べ
き
だ
と
認
め
る
「
記
録
作
成

等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
（
国
選
択
無
形
民
俗
文

化
財
）」
に
登
録
す
る
よ
う
、
１

月
24
日
に
文
化
庁
長
官
に
答
申
し

ま
し
た
。

　

九
州
の
代
表
的
な
「
き
じ
馬
・

き
じ
車
」
は
、
福
岡
県
み
や
ま
市

の
「
き
じ
車
」
や
大
分
県
玖く
す
ま
ち

珠
町

北
山
田
地
区
の
「
き
じ
車
」、
人

吉
球
磨
地
域
の
「
き
じ
馬
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

き
じ
馬
を
製
作
す
る
担
い
手
の

高
齢
化
や
な
り
わ
い
の
変
化
で
、

消
滅
の
恐
れ
が
高
い
こ
と
な
ど
か

ら
今
回
選
ば
れ
、
答
申
後
は
国
か

ら
正
式
に
選
択
さ
れ
ま
す
。
県
内

の
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
の
選

定
は
、
令
和
元
年
の
「
高
森
の
に

わ
か
」
以
来
で
、
13
件
目
と
な
り

ま
す
。

　熊本県では現在、球磨郡錦町の住岡郷土玩具製作所と人吉市中林町の宮原工芸の２カ所だけがきじ馬を製作・販
売しています。地域の宝に選定されたきじ馬作りに対する思いを聞きました。

◉ 平家の落人が人吉の奥地で都をしのんで作
り始めた

◉ 山から山へ移動していた木
き じ し

地師（木工職人）
が里に下りて売っていたのが「きじ馬」と
して広まった

◉ 球磨川下りが盛んだったころに船大工が
作って広まった

◉ 子どもたちがまたがって馬乗りし、遊んだ
ことからきじ馬という名前になった

◉元々は、着色しない素地のままだった
◉ 人吉藩時代に大火事が起きた後、金鶏（ミャ

ンマーの火
ひ よ

除けのお守り）の色に似せた
◉ 青井阿蘇神社に奉納するために縁起のいい

色を使用した

　

初
代
の
住
岡
喜
太
郎
さ
ん
の
創
業
か
ら

今
年
で
百
年
目
。
今
は
２
代
目
の
忠た
だ
よ
し嘉
さ

ん
と
３
代
目
の
孝た
か
ゆ
き行

さ
ん
が
受
け
継
い
で

い
ま
す
。
初
代
の
直
線
的
な
形
の
き
じ
馬

に
比
べ
て
、
２
代
目
の
忠
嘉
さ
ん
の
き
じ

馬
は
木
の
曲
が
り
を
利
用
し
た
形
が
特

徴
。
昔
な
が
ら
の
顔
料
を
使
用
し
た
絵
付

け
は
、
同
製
作
所
の
み
で
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
選
定
を
受
け
、
忠
嘉
さ

ん
は「
技
術
は
父
か
ら
引
き
継
い
だ
財
産
。

父
に
変
わ
っ
て
お
礼
を
言
い
た
い
」
と
喜

び
の
声
。
孝
行
さ
ん
は
「
使
用
す
る
木
材

が
非
常
に
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
き
じ
馬
は
貴
重
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

長年の勘で迷いなくヨキ（小型の斧）を入れる忠嘉さん（上） 
手作業には欠かせない、特注の仕事道具（右下）
一家で伝統のきじ馬作りを守る住岡さん家族（左下）

父が残した財産を残していく

　

木
工
関
係
に
携
わ
っ
て
い
た
宮
原
健け

ん
お雄

さ
ん
が
創
業
。
２
代
目
の
清き
よ
み
つ光

さ
ん
は
現

在
療
養
中
の
た
め
、
妻
の
て
い
さ
ん
が
形

作
り
か
ら
色
付
け
ま
で
の
作
業
を
全
て
１

人
で
担
い
、
き
じ
馬
を
守
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
定
を
受
け
、
て
い
さ
ん
は
「
文

化
財
に
選
択
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
う
れ

し
く
、
き
じ
馬
に
携
わ
れ
た
の
は
誇
ら
し

い
こ
と
。
人
生
の
一
つ
で
も
あ
り
私
が
生

き
た
証
で
す
」。
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て「
今

は
き
じ
馬
を
作
り
続
け
る
こ
と
で
精
一

杯
。
技
術
の
伝
承
は
敷
居
が
高
い
と
思
わ

れ
が
ち
で
す
が
、
誰
も
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
る
と
う
れ
し
い
。
ど
う
に
か
こ
の
技

術
を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

慣れた手つきで筆を滑らせきじ馬に命を吹き込む（上）
現在はていさんが 1 人できじ馬の製作を担う（右下）
刃物を固定し、きじ馬を削りやすくした独自の道具（左下）

興味を持ってくれる人に
技術を受け継ぎたい

住岡郷土玩具製作所　住岡�忠嘉さん

宮原工芸　宮原�ていさん

ヒットくん

※ 全て言い伝えによるものです。

大分県玖珠町北山田地区の
「きじ車」

福岡県みやま市の「きじ車」 人吉球磨地域の「きじ馬」

答
申
…
…
文
化
審
議
会
が
国
に
対
し
て

文
化
財
の
指
定
や
追
加
指
定
を
行
う
よ

う
意
見
を
述
べ
る
こ
と

©みやま市商工観光課提供©みやま市商工観光課提供©玖珠町教育委員会提供
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復
旧
復
興
状
況

　国民健康保険は、病気やけがをしたときに
安心して医療を受けられるように、みんなで
お金 ( 国保税 ) を出し合って医療費を負担す
る制度で、県と市が保険者となって運営して
います。令和５年度の市の国民健康保険事業
特別会計の決算状況をお知らせします。

問合せ　市市民課国保年金係（☎２２−２１１１　内線１０２２）

令和５年度

国民健康保険事業
特別会計決算

　令和６年３月末現在の被保険者数は 6,186 人で、
市の総人口に占める割合は 20.74㌫。被保険者数は毎
年減少しています。

　１人当たりの医療費は年々増加傾向で、生活習慣病
が増加しています。病気の予防や重症化を防ぐために
も、ぜひこの機会に受診しましょう！

加入状況 市民健診の案内をお送りしています

歳入・歳出状況

歳入
41億 8,899 万円

市負担金（8.5％）市負担金（8.5％）
３億 5,485 万円３億 5,485 万円

国 ･ 県負担金（68.5％）
28 億 6,894 万円

繰越金（8.1％）繰越金（8.1％）
３億 3,755 万円３億 3,755 万円

国保税（14.0％）
５億 8,675 万円

その他（1.0％）
4,090 万円

歳出
38億 4,979 万円

事務費（1.9％）
7,402 万円

医療費（72.6％）
27 億 9,552 万円

保健事業費（1.0％）
3,985 万円

県への事業費納付金
（24.2％）

９億 3,242 万円

貯金積立（0.1％）
１万円

その他（0.2％）
798 万円

　令和５年度の国民健康保険事業特別会計の決算は、
歳入（入ってきたお金）が 41 億 8,899 万円、歳出（使っ
たお金）が 38 億 4,979 万円でした。
　歳入のうち、最も大きいものは国・県からの負担金
で 28 億 6,894 万円です。主に医療費に充てられ、全
体の 68.5㌫を占めています。国民健康保険税は５億
8,675 万円で、県に事業費納付金を支払うための大切
な財源となっています。
　歳出の主なものは医療費の 27 億 9,552 万円で、全
体の 72.6㌫を占めています。１人当たりの医療費は
年々増加傾向にあります。
　県に支払う事業費納付金は９億 3,242 万円でした。

決算状況 まちなか復興のアイデア、具体化進む

　市では、人吉市まちなかグランドデザイン推進ア
クションプラン策定を進めるため、まちなか（中心
市街地地区、青井地区、麓・老神地区）のハード整
備後に商いやイベントを展開したいと考える市民や
事業者の皆さんにアイデアを持ち寄ってもらい、実
現を目指す担い手ワークショップを開催しました。
　１月 15 日に開催した第１段階では、まちの担い
手となりたい市民や事業者の皆さんが集まり、やり
たいことの実施エリアや自分の役割、イメージ図な
どをアイデアシートに記入。　
　２月 12・13 日には第２段階を開催し、第１段階
で出されたアイデアを基に、今後の社会実験やその
後の事業化に向けて議論しました。
＜取りまとめた企画の例＞
・ 中川原公園で、テントサウナやバーベキュー、

S
サ ッ プ

UP やラフティングなど人吉の自然や食材を生
かした稼げるコンテンツを作る。

・ マルシェ開催の実現に向けて、企画や運営につい
ての勉強会を開催する。

・球磨川沿いにある旅館のテラス活用の可能性を探
　りたい。
・ クイズなどの仕掛けや物語性を交えたスタンプラ

リーを実施し、まちなかの回遊性を高める。

▲

 第１段階では参加
者全員が１人ずつ
マイクを握ってア
イデアを発表し、
参加者間で共有

▲  具体的な計画づく
りが進んだ第２段
階。３回のワーク
シ ョ ッ プ に 延 べ
90人ほどが参加

問合せ　市交通政策課交通政策係
（☎２２－２１１１　内線３１１２）

問合せ　市復興支援課まちづくり推進係（☎２２－２１１１　内線３１１５）

　アクションプラン素案では、球磨川の恵みやまち
の資源を巡り体感できる 10 の拠点とそれぞれの将
来イメージを定め、復興まちづくりを進めています。
　その実現に向けた社会実験の第１弾として、拠
点の１つである人吉駅前エリアで SL 人吉のライト
アップを始めました。２月 12 日に点灯式を行い、
松岡市長と集まった皆さんのカウントダウンで照明
がつくと、漆黒の SL 人吉が浮かび上がりました。
　照明は朝日、夕焼け、宵の口（日が暮れて間もな
いころ）をイメージした色が順に点灯します。
SL 人吉ライトアップ
点灯期間　～３月 31 日（月）※予定
点灯時間　毎日午後６～ 10 時

SL 人吉のライトアップを始めました
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　市では、 令和７年度市営住宅※の入居希望者の申
し込みを３月３日（月）から受け付けます。
　入居を希望する人は市住宅政策課市営住宅係（市
役所２階２－１番窓口）で申し込んでください。
　令和６年度に入居申し込みをしている人も、改め
て申し込みが必要ですが、対象者には個別に通知し
ています。
※木造の仮設住宅を改修工事した利活用住宅を除く

　耳が聞こえにくい人や聞こえ方に不安を感じてい
る人が、安心して市役所で手続きができるように「軟
骨伝導式集音器（イヤホン）」を窓口に設置しました。
　必要に応じて、市役所内の各課窓口にも貸し出し
て対応します。希望する人は、職員にお声掛けくだ
さい。

申込・問合せ　　市住宅政策課市営住宅係（☎２２– ２１１１　内線２２３２・２２３３）

問合せ　　市高齢者支援課元気・長生き係（☎２２– ２１１１　内線１２１１）

①同居する親族がいる人
　※  60 歳以上の人や障がい者の人は、単身でも

申し込むことができます。
　※一部の住宅を除く
②市町村民税などを滞納していない人
　※ 納期が過ぎているものは、完納していなけれ

ば受け付けできません。
③�入居世帯全員の合計所得月額が次の額の人
　一般世帯＝ 15 万８千円以下
　 高齢者世帯や障がい者手帳を交付されている人

がいる世帯＝ 21 万４千円以下
　※ 収入基準の算定については、状況によって異

なります。詳しくはお問い合わせください。
④住むところに困っている人
⑤暴力団員でない人

「軟骨伝導式集音器（イヤホン）」とは
　耳の穴をふさがず、耳の軟骨付近に軽くイヤ
ホンを添えるだけで音を拾うことができる音響
機器です。痛みや音漏れが少なく、「聞こえに
くさ」を解消します。

入居資格

◇ 令和６年度からの継続申込者を優先します。
◇ 空き部屋の設備や階数など詳しくはお問い合わせ

ください。

設置場所　市高齢者支援課（市役所１階６番窓口）

入居案内順

問合せ　市環境課環境衛生係（☎２２－２１１１　 内線２０７４）

　生後91日以上の犬（猟犬・室内犬も含む）は、
狂犬病予防法で市への登録と年１回の狂犬病予防注
射が義務付けられています。違反すると20万円以
下の罰金に処せられます。下の日程表のとおり市内
各会場で新規登録受付・予防注射を行いますので、
都合が良い会場にお越しください。

料金
新規登録　3,000円
予防注射　3,350円

※日程の変更･中止をする場合があります。　
※ 犬の登録は生涯に１回、予防注射は毎年１回です。
※ 飼い主や住所の変更、犬の死亡などは必ず市環境

課に連絡してください。
※  登録済みの犬を譲り受けた場合は、新規登録では

なく、鑑札票を持って変更の手続きをしてくださ
い。鑑札票を紛失した場合はお問い合わせくださ
い。

※動物病院でも登録と狂犬病予防注射ができます。
※ 令和２年７月豪雨で罹

り さ い

災証明書または被災証明書
の交付を受けた人(犬の登録住所に限る)は減免が
あります。罹災証明書または被災証明書のコピー
を持ってきてください。

期日 時間・場所（午前） 時間・場所（午後）

４/10㈭

９：25 ～９：35 井ノ口町公民館跡（藤川商店前）13：30 ～ 13：40 七地町公民館
９：50 ～ 10：00 合ノ原町公民館 14：00 ～ 14：25 願成寺公園
10：15 ～ 10：30 第一市民運動広場 14：40 ～ 15：15 東西コミセン
10：50 ～ 11：30 中原コミセン横広場

４/11㈮

９：30 ～９：50 永野町公民館 13：30 ～ 13：50 下田代町公民館
10：05 ～ 10：20 西瀬コミセン 14：05 ～ 14：15 上漆田町公民館
10：35 ～ 10：50 矢黒町公民館 14：30 ～ 14：40 下漆田町公民館
11：05 ～ 11：25 市民プール管理棟前駐車場 14：55 ～ 15：05 赤池水無町外園公民館

４/13㈰
９：15 ～ 10：00 中原コミセン横広場 13：30 ～ 13：50 大畑コミセン
10：15 ～ 10：45 西瀬コミセン 14：10 ～ 14：25 東間コミセン
11：10 ～ 11：35 東西コミセン 14：40 ～ 15：15 市役所（正面玄関前）

４/14㈪

９：30 ～９：45 田野町公民館 13：30 ～ 13：50 上原田地区活性化センター

10：05 ～ 10：15 大塚コミセン（旧大塚小） 14：05 ～ 14：25 下原田町瓜生田
地域学習センター

10：30 ～ 10：40 木地屋町公民館 14：40 ～ 15：00 林子供遊園地（自動車協業隣）
10：55 ～ 11：10 旧藍田財産区（東間下町） 15：15 ～ 15：30 老人福祉センター（温泉町）

４/15㈫
９：40 ～ 10：20 JAくまやすらぎ会館ひとよし裏 14：00 ～ 14：10 矢岳町岳寿館前
10：35 ～ 10：55 東西コミセン 14：35 ～ 14：45 大野町公民館
11：10 ～ 11：30 青井阿蘇神社蓮池横駐車場 15：05 ～ 15：30 大畑コミセン

４/18㈮

９：30 ～９：45 古仏頂町公民館 13：30 ～ 13：40 鹿目町公民館
10：00 ～ 10：15 蓑野町公民館 13：55 ～ 14：05 上戸越町公民館
10：30 ～ 10：45 東間上町消防倉庫前 14：20 ～ 14：30 中神町大柿農村公園

14：45 ～ 15：00 中神町段地域学習センター
15：15 ～ 15：35 カルチャーパレス正面駐輪場

４/19㈯
９：40 ～ 10：10 中原コミセン横広場
10：35 ～ 11：15 東西コミセン

軟骨伝導イヤホン

イヤホンスタンド 集音器スタンド

集音器
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。
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せ
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３
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。
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付
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２
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事
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定
例
会
を
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し
ま
す
。
希
望

す
る
人
は
傍
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で
き
ま
す
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期
日　

３
月
27
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
30
分
～

場
所　

市
役
所
４
階
委
員
会
室
１

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
総
務
係

児
童
扶
養
手
当

３
月
支
払
い
分
を
振
り
込
み
ま
す

　

３
月
支
払
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１
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２
月
分
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の
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童
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手
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ま
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は
母
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。
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合
せ　

市
こ
ど
も
未
来
課
こ
ど

も
福
祉
係

指定ごみ袋のデザインが
変わります

　４月から市指定ごみ袋のデ
ザインが変わります。

変更点
● 「家庭用」の言葉を追加
● お願いに、「お店や会社な

ど事業所のごみは市では収
集しません」の文言追加

※ 燃えないごみ・資源ごみも
同様に変更しています。

新指定ごみ袋
（燃えるごみ）

問合せ　市環境課廃棄物対策係
　　　　（☎２２－２１１１　内線２０７３）
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も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
水
道
局
お
客
様
セ
ン

タ
ー

一
部
地
域
で
テ
レ
ビ
の
映
像
が

乱
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

４
月
か
ら
盛
土
な
ど
の

行
為
は
届
出
が
必
要
で
す

発
達
障
が
い
を

正
し
く
知
ろ
う

　

３
月
27
日
㈭
に
、
携
帯
電
話
事

業
者
が
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
使
用

し
て
い
た
周
波
数
を
携
帯
電
話
シ

ス
テ
ム
に
使
用
す
る
た
め
の
試
験

電
波
を
発
射
す
る
予
定
で
す
。
こ

の
た
め
、
市
内
の
一
部
地
域
で
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
「
映

像
の
乱
れ
」「
映
ら
な
く
な
る
」

な
ど
の
障
害
が
起
こ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

影
響
が
出
る
恐
れ
が
あ
る
地
域

に
は
事
前
に
チ
ラ
シ
が
配
布
さ
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

７
０
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
テ

　

県
で
は
、「
盛
土
規
制
法
」
に

基
づ
き
、
４
月
１
日
か
ら
県
全
域

を
規
制
区
域
に
指
定
し
同
法
の
運

用
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。盛
土
・

切
土
、
土
砂
の
仮
置
き
を
す
る
場

合
は
、
事
前
に
許
可
・
届
出
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

運
用
開
始
前
に
工
事
に
着
手

し
、
運
用
開
始
後
も
盛
土
な
ど
の

工
事
や
土
砂
の
仮
置
き
を
す
る
場

合
は
４
月
１
日
㈫
～
22
日
㈫
の
間

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
建
築
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
５
４
２
）

　

毎
年
4
月
2
日
は
国
連
が
定
め

る
「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」
で

す
。
日
本
で
は
、
4
月
2
～
8
日

を
「
発
達
障
害
啓
発
週
間
」
と
し

て
、
全
国
各
地
で
発
達
障
が
い
を

気
・
長
生
き
係

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。
障
が
い
に
つ
い
て
正
し
く
知

る
こ
と
が
、支
援
の
第
一
歩
で
す
。

発
達
障
が
い
啓
発
イ
ベ
ン
ト

２
０
２
５
ｉｎ
八
代

期
日　

４
月
６
日
㈰

時
間　

午
前
10
時
～
、
午
後
１
時

15
分
～

場
所　

八
代
市
立
図
書
館
２
階
大

集
会
室

内
容　

映
画
「
ノ
ル
マ
ル
17
歳
。

‐
わ
た
し
た
ち
は
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
‐
」

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
南
部
発
達
障
が
い

者
支
援
セ
ン
タ
ー
わ
る
つ
（
☎

０
９
６
５
‐
62
‐
８
８
３
９
）

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

　家庭で出たごみは分別してごみ集積所に出せますが、事
業所から出たごみは集積所に出せません。事業活動で発生
したごみは、法律や条例に基づき事業者の責任で適切に処
理してください。
※変更前の指定ごみ袋も使用できます。

高
額
医
療
費
の
申
請
が

簡
単
に
な
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

の
支
給
を
受
け
る
に
は
、
診
療
月

ご
と
に
医
療
機
関
な
ど
の
領
収
書

を
添
え
て
申
請
が
必
要
で
し
た

が
、
３
月
１
日
か
ら
、
初
回
だ
け

「
簡
素
化
申
請
書
」
を
提
出
す
れ

ば
、
翌
月
以
降
の
申
請
が
不
要
に

な
り
ま
す
。
提
出
後
、
高
額
療
養

費
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
自
動
で

指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

対
象　

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納

▲ 市ホーム
ページ

が
な
い
世
帯
の
世
帯
主

申
請
方
法　

市
市
民
課
国
保
年
金

係
（
市
役
所
１
階
２
番
窓
口
）
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
市
民
課
国
保
年
金
係

レ
ビ
受
信
障
害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
２
０
‐
７
０
０
‐

０
１
２
）

「
お
で
か
け
九
ち
ゃ
ん
」
へ

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

　

九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
あ
な
た
の
ま
ち
へ
出
張

し
ま
す
。

期
日　

３
月
17
日
㈪

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　

大
畑
コ
ミ
セ
ン

テ
ー
マ　

さ
ん
ぽ
、
春
よ
来
い
！

対
象　

お
お
む
ね
３
歳
未
満
の
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

３
月
14
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

ほ
っ
と
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
九
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
（
☎
32

‐
９
５
６
６
）

▲ 市公式
　LINE

21 20HITOYOSHI　2025.03.01 広報ひとよし　３月号



う
ぉ
～
む
は
あ
と

４
月
の
案
内

　

さ
ざ
な
み
☆
う
ぉ
～
む
は
あ
と

は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に

集
っ
て
交
流
す
る
場
で
す
。

時
間　

午
前
10
時
～

場
所　

さ
ざ
な
み
保
育
園

２
日
㈬　

年
齢
別
活
動（
０
歳
児
）

９
日
㈬　

年
齢
別
活
動
（
１
・
２

歳
児
）

16
日
㈬　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

23
日
㈬　

子
育
て
講
座

※
サ
ー
ク
ル
活
動
、
自
由
利
用
、

保
育
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

　昨年に比べて各種災害出動件数が増加していま
す。緊急の場合には、慌てず落ち着いて、適切に
119 番通報してください。
　通報は人吉球磨消防指令センターにつながり、指
令員が詳しい状況を質問します。

通報を受けた指令員が必ず質問すること
① 消防車・救急車が向かう住所
　└  住所が分からない場合は、近くの大きな建物

や交差点など目印になるものを伝えてくださ
い

②  119 番通報した人の名前と連絡先
　└  通報後、救急車・消防車が到着するまでに場

所の再確認などで連絡することがあります
③ そのほか状況など
　└ 詳しい状況を質問します

問合せ　人吉下球磨消防組合消防本部警防課
　　　　（☎２２－５２４１）

　３月１～７日は春の全国火災予防運動期間です。
現在、野焼きが原因で火災になる事例が発生してい
ます。空気が乾燥する秋～春は火が燃えやすく野焼
きに適した季節ですが、火の取り扱いには注意して
ください。野焼きをするときは、建物への延焼や消
火のときのやけどに用心しましょう。

焼却が認められる行為
・ 農業を営むために行う焼却
・ キャンプファイヤー、小規模なたき火など
※ 焼却が認められるもの以外は、野焼きは原則禁止

です。
焼却するときの注意事項

・ 火から離れない。離れるときは消火する
・ 乾燥・強風注意報が出ているときにはしない
・ 消火器や水バケツなどを用意する
・ 一度に多量の焼却はしない
・ 消防署に届出を提出する

問合せ　人吉下球磨消防組合中央消防署予防調査室
　　　　（☎２２－５２４１）

て
い
ま
す
。

開
所
時
間　

平
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時

利
用
料　

無
料
（
材
料
代
な
ど
を

除
く
）

申
込
・
問
合
せ　

さ
ざ
な
み
☆

う
ぉ
～
む
は
あ
と
（
☎
22
‐

７
１
７
７
）、
さ
ざ
な
み
保
育
園

（
☎
22
‐
５
５
１
９
）

問合せ　市福祉課臨時給付金室（☎２２－２１１１　内線１２５２・１２５３）

支給対象　令和６年 12 月 13 日時点で人吉市に住
民登録があり、世帯全員の令和６年度の住民税均等
割が非課税である世帯の世帯主

物価高騰対応重点支援給付金を支給します
支給額　３万円／１世帯
提出期限　５月 30 日（金）※必着

申請方法
世帯の状況 手続き

「支給のお知らせ」が届いた世帯 手続きはありません
※ 振込口座を変更する場合などは届出が必要です

「支給要件確認書」が届いた世帯 必要事項を記入して、必要書類とともに返送してくだ
さい

「申請書」の提出が必要な世帯
※ 支給要件を満たしているが、令和 6 年１月 2 日以降

に転入した人や未申告の人がいる世帯など、令和 6
年度の住民税課税状況が確認できない世帯

市福祉課（市役所１階８番窓口）または市ホームペー
ジで「申請書」を取得し、必要事項を記入して、必要
書類とともに郵送するか直接お持ちください
申請先：〒８６８−８６０１  人吉市西間下町７番地１
人吉市役所　福祉課臨時給付金室　宛

▲

 市ホームページ

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥

４
月
の
案
内

　

認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｄ
カ
フ
ェ
青

い
鳥
」
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
、
地
域
住
民
、
認
知
症
に
関

心
の
あ
る
人
な
ど
誰
で
も
気
軽
に

集
い
、
交
流
や
情
報
共
有
が
で
き

る
憩
い
の
場
で
す
。
お
茶
や
コ
ー

ヒ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

４
月
９
日
㈬

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場
所　

二
条
橋
い
こ
い
の
家
（
上

青
井
町
１
８
１
番
地
）

参
加
費　

１
人
百
円

問
合
せ　

Ｄ
カ
フ
ェ
青
い
鳥
（
☎

22
‐
３
４
９
３
）

催
　
し

相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り

春
の
開
帳

　

人
吉
・
球
磨
地
域
に
あ
る
35
の

札
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
利
益
の
あ

る
観
音
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
相
良

三
十
三
観
音
の
春
の
開
帳
を
開
催

し
ま
す
。

期
日　

３
月
20
日
㈭

時
間　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
ご

ろ※
開
帳
状
況
は
札
所
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
良
三
十
三
観
音
協
議

会
事
務
局
・
観
音
寺
（
☎
22
‐

３
７
９
３
）

Ｍも

ぞ

か

Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
森
の
お
話
し
会

（
参
加
無
料
）

期
日　

４
月
５
日
㈯

時
間　

午
前
11
時
20
分
～

場
所　

人
吉
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｃ
Ａ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

８
６
８　

２
階

問
合
せ　

森
の
お
話
し
会
事
務

局
（
☎
０
８
０
‐
６
４
３
７
‐

２
０
７
１
）

119 番通報は
落ち着いてしましょう 野焼きによる火災に注意

人吉下球磨消防組合からのお知らせ

講
　
座

手
話
通
訳
者
の
養
成
講
座

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ

人
吉　

春
の
無
料
体
験

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
手
話
通

訳
者
の
養
成
講
座
で
す
。

期
日

【
入
門
課
程
】　

４
月
９
日
～
８
月

20
日
の
毎
週
水
曜
日
（
全
20
回
）

【
基
礎
課
程
】　

９
月
10
日
～
令
和

８
年
３
月
18
日
の
毎
週
水
曜
日

（
テ
ス
ト
・
閉
講
式
を
含
む
全
25

回
）　

※
基
礎
課
程
は
入
門
課
程
を
修
了

し
た
人
だ
け
受
講
で
き
ま
す
。

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

受
講
資
格　

高
卒
以
上
の
学
力
が

あ
り
、
手
話
通
訳
活
動
が
で
き
る

　

会
員
制
の
地
域
密
着
型
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
ク
ラ
ブ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー

リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
で
は
、
春

の
無
料
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開

催
し
ま
す
。
４
月
中
は
全
て
の
教

室
を
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

種
類

〇
は
じ
め
て
の
テ
ニ
ス
教
室

〇
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

〇
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー

〇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

〇
は
じ
め
て
の
お
茶
（
裏
千
家
）

〇
は
じ
め
て
の
い
け
ば
な（
池
坊
）

〇
や
さ
し
い
い
け
ば
な（
小
原
流
）

参
加
方
法　

各
教
室
の
活
動
日
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
は
じ
め

て
の
お
茶
、
は
じ
め
て
の
い
け
ば

な
、
や
さ
し
い
い
け
ば
な
は
事
前

に
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
活
動
日
や
場
所
は
市
ホ
ー
ム

▲ 詳しくは
こちら

人受
講
料　

８
５
９
０
円
予
定
（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
）

申
込
方
法　

会
場
で
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

４
月
９
日
㈬
～
４
月

30
日
㈬

問
合
せ　

一
般
財
団
法
人
熊
本
県

ろ
う
者
福
祉
協
会
（
☎
０
９
６
‐

３
８
３
‐
５
５
８
７
）

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・

ラ
ッ
ソ
人
吉
事
務
局
（
市
社
会
教

育
課
内
）

募
　
集

こ
い
の
ぼ
り
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

お
子
さ
ん
の
名
前
入
り
の
ぼ
り

旗
と
こ
い
の
ぼ
り
を
石
野
公
園
で

泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

設
置
場
所　

石
野
公
園
／
道
の
駅

人
吉
正
面
階
段
周
辺

設
置
期
間　

４
月
中
旬
～
５
月
31

日
㈯

※
こ
い
の
ぼ
り
が
立
っ
た
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

設
置
料
金　

２
万
３
千
円
（
こ
い

の
ぼ
り
２
匹
と
名
旗
）

申
込
期
限　

４
月
15
日
㈫

※
上
限
に
達
し
た
場
合
は
受
け
付

け
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
方
法　

石
野
公
園
に
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

石
野
公
園
管
理

室
（
☎
22
‐
６
７
０
０
）

※ 対象世帯で、18 歳以下（平成 18 年４月２日生まれ以降）の児童を扶養している場合、児童１人当たり２万円加算します。
（施設入所児童などは対象外）

※ 詳しくは市ホームページをご覧になるかお問い合わせください。
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保健センターだより

問合せ　市保健センター（☎２４－８４２０、☎２４－８０１０）

お
し
ご
と
出
張
相
談
会

in
人
吉
球
磨
（
要
予
約
）

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
し
ろ
で
は
、
求
職
中
の
皆
さ

ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添

い
、「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
応
援
す
る
た
め
、
出
張
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

15
～
49
歳
の
求
職
者
と

そ
の
家
族

期
日　

①
３
月
７
日
㈮　

②
３
月
11
日
㈫

③
３
月
18
日
㈫　

④
３
月
21
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
※
要
予
約　

場
所　

①
・
④
県
球
磨
地
域
振
興

局②
市
役
所
相
談
室

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議
室

（
下
薩
摩
瀬
町
）

申
込
・
問
合
せ　

若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ
（
☎

０
９
６
５
‐
37
‐
８
７
３
９
）

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談
窓
口
・

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
（
相
談
無
料
）

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン

チ
で
は
、
人
吉
球
磨
地
域
の
人
材

確
保
や
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
事
業

所
・
求
職
中
の
皆
さ
ん
の
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
応
募
書
類
作
成
方

法
や
就
労
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※
予
約
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

求
職
・
転
職
希
望
者
や

そ
の
家
族
、
学
校
の
先
生
、
採
用

活
動
中
の
事
業
所
な
ど
。
年
齢
制

限
な
し

日
時　

平
日
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

県
球
磨
地
域
振
興
局
３
階

出
張
相
談
会

期
日　

３
月
21
日
㈮

時
間　

午
後
１
時
15
分
～
４
時

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
球
磨
会
議

室
（
下
薩
摩
瀬
町
）

申
込
・
問
合
せ　

ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
（
☎
22
‐

０
５
５
５
）

相
　
談

企
業
説
明
会
in
人
吉

　

就
職
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
、

人
吉
球
磨
地
域
の
企
業
を
は
じ
め

県
内
外
の
企
業
な
ど
を
知
っ
て
も

ら
う
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

期
日　

３
月
17
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
30
分

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大
ア

リ
ー
ナ

対
象
者　

高
校
１
・
２
年
生
と
そ

の
保
護
者
、
大
学
・
短
大
な
ど
の

学
生
、
中
途
採
用
希
望
者
な
ど

　

詳
し
く
は
人
吉
商
工
会
議
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

申
込
・
問
合
せ　

人
吉
商
工
会
議

所
（
☎
22
‐
３
１
０
１
）

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

▲ 詳しくは
こちら

介
護
者
ミ
ニ
講
座

　

介
護
に
つ
い
て
の
相
談
会
や
介

護
に
役
立
つ
ミ
ニ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容　

相
談
会
と
講
座
「
介
護
保

険
の
仕
組
み
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
」

期
日　

４
月
２
日
㈬

時
間　

午
後
１
～
３
時

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
２
階

会
議
室

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

人
、
介
護
に
興
味
が
あ
る
人

申
込
期
限　

３
月
26
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

人
吉
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
24
‐
９
１
９
３
）

熊
本
県
さ
わ
や
か

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で

は
、
高
齢
者
の
相
互
交
流
と
生
き

が
い
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
す
る

「
第
37
回
熊
本
県
さ
わ
や
か
囲
碁
・

将
棋
大
会
」
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

期
日　

囲
碁　

５
月
31
日
㈯

　
　
　

将
棋　

６
月
１
日
㈰

時
間　

午
前
９
時
30
分
開
会

場
所　

熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑

町
３
番
地
７
）

種
目

囲
碁

①
男
子
上
級
の
部
（
４
段
以
上
）

②
男
子
中
級
の
部
（
３
・
２
段
）

③
男
子
初
級
の
部
（
初
段
以
下
）

④
女
子
上
級
の
部

将
棋

①
上
級
の
部
（
２
段
以
上
）

②
一
般
の
部
（
初
段
以
下
）

参
加
資
格　

令
和
８
年
４
月
１
日

時
点
で
60
歳
以
上
で
あ
る
県
内
在

住
の
人

定
員　

囲
碁
１
４
０
人
、
将
棋
70

人（
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間　

３
月
10
日
㈪
～
４
月

18
日
㈮

参
加
料　

千
円

※
主
催
者
か
ら
送
付
さ
れ
る
払
込

取
扱
票
で
事
前
に
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

申
込
方
法　

市
高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）
に
あ

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
（
☎

０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３
）

救急病院

外山胃腸病院 ２２－３２２１ 球磨病院 ２２－３１２１ 愛生記念病院 ２２－６８７８

※受診前に病院に連絡してください。
※ 変更になることがあります。病院に連絡がつかない場合は、市ホームページをご覧になるか、電話で市役所
　（☎２２－２１１１）にご確認ください。日曜・祝日も対応します。

日 医療機関名 電話番号 薬局名 電話番号

６ ㈰
あいだ診療所 ２５－１６５１ ファーコス薬局多良木いちご ４２－６８８８

公立多良木病院小児科 ４２－２５６０ 山口薬局 ４２－２１２３

13 ㈰
愛甲産婦人科 ２２－４０２０ あいあい薬局人吉店 ３５－６３１５

増田クリニック小児科 ２２－３５７０ 五日町薬局 ２３－６２２８

20 ㈰
あいこう皮ふ科クリニック ２２－８４６９ 駒井田調剤薬局 ２２－２１４７

人吉医療センター小児科 ２２－２１９１ さくら調剤薬局医療センター前店 ３２－９６５７

27 ㈰
愛生記念病院 ２２－６８７８ にのまち薬局 ２３－６９３３

やまむら小児科・内科 ４５－０００５ エスエス堂きりん本町薬局 ４５－６３３０

29 ㈫
伊津野医院 ２２－３０６６ みずき薬局 ２４－６９７１

たかはし小児科内科医院 ２４－２２２２ たんぽぽ薬局 ２３－６１７０

受付時間：午前９時～午後５時４月の休日在宅医・当番薬局

一緒にウオーキングしませんか？

校区
令和７年

集合場所 スタート
４月 ５月 ６月

西 － ３日㈯ ７日㈯ 東西コミセン
午前７時 30 分

東 12 日㈯ 10 日㈯ 14 日㈯ 人吉東小

中原
19 日㈯ 17 日㈯ 21 日㈯

中原コミセン 午前７時

西瀬 西瀬コミセン
駐車場 午前７時 30 分

大畑 － 24 日㈯ － 大畑コミセン 午前７時

※ スタートの 20 分前から受け付けます。
※ 全校区に保険を掛けますので、必ず受け

付けをしてください。
※ 小学生以下は保護者同伴で参加してくだ

さい。
※ お住まいの校区にかかわらず参加できま

す。どのコースも歩く時間は約１時間で
す。水筒などは各自で準備してください。

問合せ　健康増進係

令和７年度から日曜・祝日の在宅医が 1医療機関になります

　４月から休日在宅医の当番が２医療機関から１医療機関に変わります。医師の高齢化や働き方改革に伴い、今後
も持続可能な医療提供体制を維持するため在宅医の運営体制を見直すものです。小児科医療機関や救急病院の対応
はこれまで通りです。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
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令和５年12月に着任した人吉市地域おこし協力隊の活動の様子をお届けします。

問  市保健センター（ ☎２４－８０１０）

問

▲

 蔵書検索
と予約は
こちら

▲

 市移住定住
サイト

　日本スポーツ協会公認陸上競技上級コーチの資格を持つ人吉ス
ポーツパレスの森 英和館長が、ランニングのイロハを紹介します。

問 市社会教育課スポーツ振興係（☎２２−２１１１　内線４０２４）

　��市図書館　☎２４－３５１８
場所：カルチャーパレス２階
開館時間：午前９時～午後５時
休館日：月曜（祝日の場合はその翌日）

子どものためのおやつの量や選び方

おやつの量や選び方のポイント
① 不足しやすいたんぱく質、カルシウム、ビタミン

を含んでいる牛乳・乳製品・果物を中心にあげま
しょう。

② むし歯になりやすいおやつ
に注意しましょう。

　・ 歯にくっつきやすいもの
（チョコレート・グミ）

　・ 口に残る時間が長い
もの（あめ・ガム）

※ 時間を決め、ダラダラ
食 べ な い よ う に し ま
しょう。

　おやつは子どもにとって楽しみの一つですが、喜ぶからと好きなように食べさせていませんか？　子どもの
頃からジュースを飲んだりおやつを食べたりする習慣がある人が、大人になってから我慢することは大変です。
子どもの健康のためにも、周りの大人がおやつの量や選び方に注意しましょう。

おやつの例（１日の目安：100 ～ 200㌔㌍）

麦茶（100㍉㍑）
＋

おにぎり１個（80㌘）

約 125㌔㌍

無糖ヨーグルト（70㌘）
＋

バナナ１／２本

約 100㌔㌍

牛乳（100㍉㍑）
＋

せんべい２枚（20㌘）

約 135㌔㌍

　２月９日に東京で開催された「第８回地域おこし
協力隊全国サミット」に参加しました。このサミッ
トは、全国各地の地域おこし協力隊員がさまざまな
講演を聞いて活動の参考にしたり、交流会に参加し
て人脈を広げたりすることが目的です。
　参加してみて、ほかの地域の協力隊が、そこに住
む人々の声を聴きながら地域課題の解決に向けて活
動していることを知りました。私もそのような協力
隊になれるよう、市内のさまざまな場所に出て行っ
て皆さんにお会いし、声を聴いていきたいです！

▲
 会場にあった地図に

「人吉に来て！」と書
き込みました

▲  講演では事例発表があ
り、ほかの地域の協力
隊に対する考え方を学
びました

最終回
No.11

これからも運動を続けよう！

　ひとよし温泉マラソンに出場された皆さん、結果
はいかがでしたか？　この連載では、ウオーキング
の基本に始まり、スロージョギング、ランニング、
市民マラソン出場前の調整法など１年間にわたり説
明してきました。市民マラソンなどに参加された皆
さんは、大会結果を基に新たな目標を立て、今後も
心身の健康づくりのために運動を続けてください。
　結果はもちろん、市民マラソンでは沿道での応援
やおもてなしに地元の人の温かさを感じたり、訪れ
た地域の魅力を知ったり、一緒に走る仲間ができた
りと、走りきった達成感に加えさまざまな魅力を発
見できたのではないでしょうか。自分なりの楽しみ
を見つけることも、継続の秘

ひ け つ

訣です。
　健康 ･ 体力づくりには、バランスの取れた食事、
適度な休養・睡眠、運動の継続、心の安定が必要で
す。運動の専門家に相談すると、より安全で効果的
な運動ができます。健康運動指導士やトレーニング
指導士がいる人吉スポーツパレスまで遠慮なくご相
談ください。
　１年間ご愛読ありがとうございました。

＜運動を続けるために注意しておきたいこと＞
① 運動前には糖質・水分、運動後には炭水化物・タ

ンパク質を積極的に取りましょう。
② 安全に効果的に運動するために水分補給を心が

け、熱中症を予防しましょう。
③ 運動前の体調チェックを忘れずに。不調の場合は

休む勇気が必要です。
④ 運動効果は１日置きでも十分。同じトレーニング

の繰り返しはけがや故障の原因となります。
⑤ かむ、のみ込むなど口腔機能の低下は、筋力 ･ 運

動機能の低下にもつながります。口の健康にも気
を付けてください。

▲今年のひとよし温泉マラソン。仲間と走れば楽しさ倍増！

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 ４/ １ ２ ３ ４ ５

３月の図書館カレンダー

休館日

　林保育園（下林町）から、２月10日に市図書館
へ絵本が贈られました。子どもたちの読書推進のた
め、平成元年から毎年寄贈いただいているものです。
今回は、『シンデレラ』や『おさるのジョージ』シリー
ズなど合計12冊を頂きました。
　絵本は、こども図書館で読むことができます。ぜ
ひご利用ください。

▲  代表で４人の園児が
本を持ってきました
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　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

市消費生活センター（☎２２－２１１１　内線１０６０）

消費者庁　消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター　イヤヤン

消費者ホットライン　　　　　（局番なし）☎１８８
トラブルになったとき、困ったときにはご相談ください。

はい、こちら
消費生活センターです

Consumption life center

▲  川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている

川畑
式

　  

　

Ｑ.21

…

答えは31㌻！

○ 料金プランなどの説明を受けた上で検討し、契約
の意思がない場合ははっきりと断りましょう。

○ 切替契約後でもクーリング・オフなどができる場
合があります。

○ 不安に思った場合には、消費者ホットライン「☎
１８８」にご相談ください。

電気・ガスの
契約トラブルにご注意！

アドバイス

電話で勧誘
（若年層以外の年代に多い）

　平成28年４月１日から電力、平成29
年４月１日からガスの小売が全面自由
化されました。そうした中で10代、20
代の若年層からの相談が増えています。

　�「アパートの管理会社から委託を受けた」
と言われて電力の切替契約をしたが、管
理会社は委託していなかった。

　�「ガス代が安くなる」と言われて契約し
たが、ごくわずかな金額しか安くならな
いことが分かった。

　電気・ガスともに寄せられた相談件数を契約月別
に見ると、年明けから春先にかけて増加する傾向が
あります。引っ越しなどで新生活を始めるこの時期、
契約トラブルに十分ご注意ください。

Vol.103

タテヨコ・クイズ迷路（中級編）
〇の文字からスタートし、タテかヨコに進みながら文章
を読み進めると、クイズが現れます。クイズとその答え
を書きましょう。
※全てのマスを通ります。斜めに進むことはできません。

頭の中の知識を引っ張
り出して頑張ってみて
ください！
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クイズ：

答え：

自宅で勧誘
（若年層に多い）

　

２
月
16
日
に
開
催
し
た
、
ひ
と
よ
し

温
泉
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
県
内
外
か
ら
約

千
五
百
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
も
ハ
ー
フ
の
部
に
出
場
し
ま
し

た
。
沿
道
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
に
温
か

い
ご
声
援
を
頂
き
、
い
つ
も
以
上
に
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
多
く
の
方
の
支

え
と
協
力
で
成
り
立
ち
ま
す
。
ご
協
賛

い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
さ
ま
、
選
手
を

サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い
た
医
療
関
係
者
の

皆
さ
ま
な
ど
、
全
て
の
方
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
は
５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
ピ
ー
ク
時
か
ら

す
る
と
参
加
者
数
が
か
な
り
減
少
し
ま

し
た
し
、
課
題
も
た
く
さ
ん
浮
か
び

上
が
り
ま
し

た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、

今
後
の
大
会

の
在
り
方
を

し
っ
か
り
と

考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

事例１

事例２

No.46

熊本トヨタ自動車株式会社人吉店

山
やまかた

片 龍
りゅうじ

治（24）　願成寺町

　新車・中古車や自動車についてのサービスを提案する営業
マンです。高校から人吉を離れ、東京の大学に進学。東京で
就職する予定でしたが、これまでにお世話になった人に恩返
しができればと思い、帰郷して当社に入社しました。車は購
入してからメンテナンスなどがあるため、お客さまと末永い
お付き合いができることが魅力です。職場はチーム制を導入
し、助け合いながら仕事を進める仕組みができているので、
新人スタッフでも安心して仕事をすることができます。
　毎年１回、営業実績がよかった人に贈られる優秀社員表彰
を 20 代のうちに受賞できるよう、これからも頑張ります。

所在地：下林町 207 番地１
設立：昭和 12 年７月
店長：小木 雄一朗
職員数：11 人
事業内容：新車・中古車販売、自動
車の点検・整備・板金など
☎２３−３１５１
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行事カレンダー ※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス
※変更になることがあります。

ごみの収集はありません。

�編集後記� Ａ.21川畑
式 ひとよしの情報発信

市公式

移住定住サイト
「人よしライフ」

人吉市
防災ポータル

F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市民向けの情報

F
フェ イ ス ブ ッ ク

acebook
市の魅力発信

友だち追加・フォロー

お待ちしてます♪

ホームページ

I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram
@hitoyoshi_city

市公式 SNS（会員制交流サイト）

X
エックス

（旧 T
ツ イ ッ タ ー

witter）
@hitoyoshishi

L
ラ イ ン

INE
@hitoyoshi_city

■  予定や場所は変更となる場合があります。 詳しくはお問い合わせください。

市政に対する意見や要望など
を受け付けています。

・各窓口
・ひらめき箱：
市役所１階市民コーナー内
・電子メール：
info@hitoyoshi.
kumamoto.jp

RKK でリモコンのｄボタンを押し
「デタポン」を選んで「決定」！

地デジ チャンネル３

テレビ（データ放送）を利用した
住民情報サービス

広報ひとよし
を

スマホでチェ
ック！

マチを好きになるアプリ

予防接種の管
理や

成長記録に！

母子手帳アプリ

母子モ問題は29㌻にあります。

４月の各種相談ガイド

相談内容 期日 時間 場所 予約・問合せ

無料法律相談
（予約制）

１日㈫
15日㈫

午前10時～
午後３時 市消費生活センター 市消費生活センター

（☎22−2111　内線1060）

暮らしのなんでも相談
（行政相談） 22日㈫ 午前10時～正午 市消費生活センター 市消費生活センター

（☎22−2111　内線1060）

八代年金事務所
年金出張相談
（予約制）

毎週月曜 午前９時～
午後４時30分 市役所１階相談室

予約先：八代年金事務所
（☎0965−35−6123）
※自動音声受付（①→②）

令和２年７月豪雨
被災者のための災害
復興住宅融資相談会

（完全予約制）

平日
（ 祝 日・ 年 末
年始を除く）

午前10時30分～
午後３時30分

市福祉課
被災者支援係

住宅金融支援機構熊本センター
（☎096−241−6180）

15 ㈯

・ 中原校区ウオーキングデー
（中原コミセン、8:00 ～）

・ 西 瀬 校 区 ウ オ ー キ ン グ
デー（西瀬コミセン駐車
場、8:00 ～）

・ まちなかフォーラム（CP、
10:00 ～）

・ 妖怪祭り（鍛冶屋町通り、
17:00 ～）

16 ㈰

17 ㈪ 企 業 説 明 会in人 吉（SP、
9:30 ～）

18 ㈫
おしごと出張相談会in人吉
球磨（ハローワーク球磨、
13:30 ～）

19 ㈬ ３月定例市議会閉会

20 ㈭
・春分の日
・ 相良三十三観音めぐり春

の開帳

21 ㈮
・市内小学校卒業式
・ ワンストップ就労相談窓

口・ジョブカフェ（ハロー
ワーク球磨、13:15 ～）

22 ㈯ 大畑校区ウオーキングデー
（大畑コミセン、8:20 ～）

23 ㈰

３月

３ ㈪ 広報配布

４ ㈫ 献 血（ ニ シ ム タ 人 吉 店、
10:00 ～、13:15 ～）

５ ㈬

６ ㈭

７ ㈮
・第三中卒業式
・ おしごと出張相談会in人

吉球磨（21日㈮、県球磨
地域振興局、13:30 ～）

８ ㈯ ・ 東校区ウオーキングデー
（人吉東小、8:30 ～）

９ ㈰
・第一・第二中卒業式
・田野高原の野焼き（9:00～）

10 ㈪

11 ㈫ おしごと出張相談会in人吉
球磨（市役所、13:30 ～）

12 ㈬

13 ㈭

14 ㈮
カ ル ヴ ァ ー リ ョ・ ラ ッ ソ
人 吉 春 の 体 験 教 室（SP、
19:00 ～）

24 ㈪ 市内小・中学校修了式

25 ㈫

26 ㈬

27 ㈭ 教育委員会定例会（市役所、
9:30 ～）

28 ㈮

29 ㈯

30 ㈰

31 ㈪

４月

１ ㈫ 広報配布

２ ㈬ 介 護 者 ミ ニ 講 座（CP、
13:00 ～）

３ ㈭

４ ㈮

５ ㈯
 MOZOCA森 の お 話 し 会

（MOZOCAステーション、
11:20 ～）

６ ㈰

７ ㈪

８ ㈫ 市内小・中学校始業式

　今回は、論理的推理力のアップが期待できる
問題を出題しました。先を読みながら考える力
は、日常生活の中で起こる問題の早期解決につ
ながります。

クイズ：
世の中の出来事をできる
だけ詳しく書いたもので
朝に届く読み物は？

答え：新聞（朝刊でも○）
球磨郡市の広報担当者
が共通のテーマで記事
を作る合同特集。今回
は林業をテーマに未来
を担う若者に焦点を当
てました。詳しくは４
～９㌻をご覧くださ
い。

念願のマイカメラを購入しました。小さい頃から
飛行機が好きで、空港や航空祭などによく行っ

ています。そこで見かける、大きな望遠レンズを付け
たカメラで飛行機を追うカメラマンがずっと憧れでし
た。やっと私も仲間入りです。撮影技術はまだまだ未
熟ですが、少しずつレベルを上げて皆さんにいい写真
を広報紙で届けられるよう頑張ります！　（谷口）
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問合せ　市こども未来課こども福祉係（☎２２－２１１１　内線１２５５）

　専門的な資格を取るために養成機関で勉強する人
を経済的に支援するものです。

対象者（次の全てに当てはまる人）
・ 市・ 市内に住所があり、児童扶養手当受給水準の母子

家庭の母または父子家庭の父
・ 養成機関で６カ月以上のカリキュラムを修業し、

資格取得の見込みがある人
・ 就業または育児と受講を両立させるために金銭的

支援が必要と認められる人
・ 求職者支援制度による職業訓練受講給付金や雇用

保険の訓練延長給付などを受給していない人
・ 過去に高等職業訓練促進給付金などを受給してい

ない人
※ 令和７年度に受講する人（これから受験予定の人

を含む）は必ずご相談ください。

人吉市母子家庭等高等職業訓練促進給付金等支給事業

人吉市母子家庭等自立支援教育訓練給付金事業

　市が指定した教育訓練給付講座※１を受講した人
に給付金を支給※２します。
※１　 詳しくは市こども未来課にお問い合わせくだ

さい。
※２　原則として一度だけの支給です。

対象者（次の全てに当てはまる人）
・ 市内に住所があり、児童扶養手当支給水準の母子

家庭の母または父子家庭の父
・ 教育訓練を受けることが適職に就くために必要で

あると認められる人
・ 過去に自立支援教育訓練給付金を受給していない

人

　市では、ひとり親家庭のお母さん・お父さんが自立するための資格取得を支援する事業を行っています。
支援を受けるためには事前相談が必要です。興味のある人は市こども未来課にご連絡ください。

支給内容

（１）高等職業訓練促進給付金
養成機関に修業期間中の経済的な支援です。

支給額

月額10万円
（市民税課税世帯は70,500円）
修業期間の最後の12カ月は月額14万円

（市民税課税世帯は110,500円）

支給期間 修業期間の全期間（上限48カ月）

（２）修了支援給付金
養成機関を修了後、支給します。

支給額 ５万円（市民税課税世帯は2万5千円）

申請受付
期間 全課程修了日から30日以内

支給額
講座受講料の60％を受講修了後に支給します。
※支給額の上限は20万円。１万２千円を超えない
場合は支給対象になりません。

申請受付期間
受講講座開始日の１カ月前

対象資格
看護師、准看護師、介護福祉士、保育士、理学療法
士、作業療法士、理容師、美容師など


